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消化・吸収・体内循環
と

主な生理的作用

核 酸



母乳と粉ミルク

• 核酸成分含量の違いによる差

–成長

–免疫力

–記憶力

–血液のサラサラ度

–アレルギー

–腸内ビフィズス菌

–消化管における絨毛形成
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運動負荷マウスの筋肉に対する
ヌクレオプロテインの効果

1. 目的
核酸は、筋細胞表面にある核酸受容体を介して筋細胞ミトコンドリアの
産生を促進し、筋細胞を保護すると報告されている。そこで、運動負荷
ラットの筋肉に対するヌクレオプロテイン経口投与の効果を検討した。
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筋肉と脂肪量

CO: 鮭白子なしグループ(n=6), CN: 鮭白子ありグループ (n=6), EX: 鮭白子なし運動ありグループ(n=7), NE: 鮭白子あり運動ありグループ
(n=7).  Values are presented as means ± SE.* is significantly different from CO group at p < 0.05. 
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断面積

速筋線維

Fig 2. Muscle fiber cross sectional area.

CO: Non treated sedentary  group , CN: Nucleoprotein treated sedentary group , EX: Non treated exercise group , NE: Nucleoprotein treated 

exercise group . Values are presented as means ± SE.* is significantly different from CO group at p < 0.05. 
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ヒラメ筋（遅筋）の毛細血管

Fig 4. AP staining .

(A) CO group; (B) CN group; (C) EX group; (D) NE group. Scale bar = 50 μm
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ヒラメ筋のSDH活性

Fig 6. SDH staining .

(A) CO group; (B) CN group; (C) EX group; (D) NE group.  (1) Type I fiber; (2) Type IIA fiber. Scale bar = 50 μm.







P G C1 α の骨格筋での役割

• ミトコンドリア生合成（ミトコンドリア量の増加）

• エネルギー代謝

• 分岐鎖アミノ酸（BCAA)の異化促進

• トロポニンⅠの増加

ミオグロビン増加

• Irisinホルモンの産生と放出促進

白色脂肪を褐色脂肪化熱産生

（糖尿病と肥満に効果）

持久的運動脳上昇
（ヒラメ筋で高発現）



Caenorhabditis elegans
～熱ストレスの研究に多用される生物～

• 体長：約 1 mm

• 透明な体

• ゲノム解読：完了

• 哺乳類と似た代謝、
シグナル伝達経路を保持

哺乳類への応用を視野に入れた
研究が可能



線虫を用いた抗酸化作用を有する機能性素材の探索

培地に評価素材添加
４日後パラコート添加

培地
交換

S-basal buffer
一晩インキュベート

大腸菌(餌)＋寒天培地
S液体培地
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核酸分解物摂取による酸化ストレス緩和効果

コントロール

レスベラトロール（100μg/mℓ）

核酸分解物（200μg/mℓ）

延命効果有り 0日齢（L4 stage)

生存線虫数計測
(～約20時間後)

生存曲線作成／平均寿命算出

線虫卵

孵化(L1 stage)



非核酸食の線虫の動き（９日目）



核酸食の線虫の動き（９日目）





ご清聴ありがとうございました

日生バイオ

遺伝子栄養学研究所





痛風と栄養

リウマチ性疾患の一種である痛風は、高尿酸血症という
病態を基礎として発症し、肉類、卵類、イクラなどプリン体
を含む食品の摂取過剰がその原因と疑われて、これらプリ
ン体含有食品の摂取制限と、野菜類摂取の推奨という食
事指導が最近まで行われていました。しかし、現在、痛風
の原因としては、アルコール（酒）の多飲、激しい筋肉運動
（特に無酸素運動）、精神的ストレスの３つが他の因子を
圧倒して有力なリスクファクターとして認識され、痛風の原
因に食事（特に獣肉類）はあまり関係ないというのが、痛
風研究者の最近の結論となっています。

By 西岡久寿樹（聖マリアンナ医科大学）
Hearth＆Meat’97



体内尿酸のバランス

食餌性
プリン体

プリン
生合成

核酸の
分解

尿酸産生

尿酸プール

腎排泄 腎外排泄

700mg/日

1,200mg/日

500mg/日 200mg/日


